
  

 

グル・クリパー 

グルの恩恵についての教典の詩節 

『アドヴァヤ・ターラカ・ウパニシャッド』からの詩節 

 

『アドヴァヤ・ターラカ・ウパニシャッド』 17‐18 
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グルのみが、ブラフマン、絶対なる者である。 

グルのみが、至高のゴールである。 

グルのみが、超越的な知識である。 

グルのみが、究極の避難所である。 

グルのみが、頂点である。 

グルのみが、あらゆる富の中で随一である。 

グルは、「それ」、すなわち至高なる自己の 

教えと体験を授けるので、 

グルは何よりも偉大なのである。 
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